
県管理河川の特徴及び現状の減災に係る
取組状況の共有

資料４



（１）現状水害リスク情報



○堀込河道が多いため、溢水による洪水被害が多い

○河川延長が短いため、降雨から洪水発生までの時間が短い

・利根川や江戸川の支川は本川水位の上昇により河口の水門が閉鎖され、
自然排水が不能となり、排水機場に依存する

・東京湾沿岸に注ぐ河川の下流部は潮位の影響を受けやすい

・湖沼部（印旛沼、手賀沼）への流入河川は沼の水位に支配される

・市街地を流下する河川は、川沿いに人口や資産が集中している

・九十九里平野を流下する河川は、河口部で河口閉塞が発生しやすい

○流域の市街化進展により雨水の河川への流出量が増大

・安房河川は急流で局部的な河床変動が発生しやすい

一級河川（知事管理区間）は１水系８１河川、二級河川は６０水系１３７河川
全国的に見ると規模は小さいが、地形的に特徴があり、変化に富む。
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項目 人数

死者 １人

重傷者 ２人

軽傷者 １９人

項目 棟数

全壊 ６棟

半壊 ５棟

一部損壊 １３０棟

床上浸水 １，３０９棟

床下浸水 ２，６７９棟

人
的
被
害

建
物
被
害

直近の主な災害（平成２５年１０月１６日台風２６号）

【状況】

・台風２６号は降水量に関するアメダス（地点名：
船橋、成田など）の統計開始以来の極値更新が
観測されたように、短時間強雨で総雨量も多かっ
たことから、広範囲で浸水被害などが発生した。



・県管理河川は、戦前から一部河川で改修事業
が行われていたが、高度経済成長期を迎える中、
度重なる災害が発生。これを契機に短期間で集
中的に被災箇所を復旧する改良復旧制度を利
用して河道整備を中心とした治水対策が進んだ。

・また、高度経済成長に伴う水需要への対応、か
つ洪水被害の軽減に資するため、河川総合開発
事業によるダムを整備した。

・その後、住宅開発に伴う河川事業などにより整
備の進捗が図られ、現在、概ね時間雨量５０㎜
相当の降雨（年超過確率1/10）に対応した河川

整備を進めている中で、整備必要区間における
整備率は５７．２％の状況（H27年末現在）。



・県が管理する排水機場や水門などの河川
管理施設は、人口や資産が集中する県北
西部を中心に設置され、低い土地において
高潮や洪水などから地域を守る重要な施設
である。

・特に、昭和４０～５０年代に建設されたもの
が多く、老朽化に伴う不具合も発生しており、
県管理の排水機場２３施設のうち、施設が
停止した場合に社会的影響が特に大きい
１４施設について、長寿命化計画を策定し、
機器の点検・整備・更新の実施により、施設
の延命化を図っている。



（２）現状の減災に係る取組状況等
①情報伝達、避難計画等に関する事項



利根川圏域

高崎川

印旛沼

小野川

黒部川

鹿島川

利根川
手賀沼

根木名川

鏑木橋

新妻

牧野 新開橋

※2

【現状】

・県管理の２１８河川のうち、６４河川に水位計
を設置しており、そのうち水位周知河川として
２５河川指定し、氾濫危険水位に達した時には
関係機関に通知及び周知している。



【現状】

・河川水位が「氾濫危険水位」に到達
すると千葉県水防本部より、「○○川
氾濫危険情報」が水防管理者、現地
指導班（土木事務所）、関係機関に
ＦＡＸで通知される。

・情報は千葉県報道広報課にもＦＡＸ
で通知、報道各社にも周知され、
テレビ、ラジオ等で報道される。

ＦＡＸ文



（例）一級河川利根川水系鹿島川、高崎川浸水想定区域図

※河川計画規模の降雨があった場合を想定

【現状】
・水位周知河川である２５河川については、
浸水想定区域図を作成・公表し、関係市町村
で作成するハザードマップの作成支援を行って
いる。



（例）佐倉市洪水ハザードマップ
※利根川と鹿島川、高崎川の計画降雨による浸水想定のうち、より深いほうで計画

【現状】
・県内４８市町村で浸水想定区域による
ハザードマップを作成している。



自分で情報を入手

メールで情報入手

ﾊﾟｿｺﾝ版 http://www.bousai.pref.chiba.lg.jp/portal/
携帯版 http://www.bousai.perf.chiba.lg.jp/portal/mobile/index.jsp

【現状】

・県のホームページからパソコンや携帯
を利用して、避難勧告や避難情報、
避難所開設情報などの災害情報を入手
できる。



住民等への周知・教育・訓練に関する事項（香取土木管内の例）

避難・救助訓練の実施

水防活動の体験

自然災害の体験

【現状】
・毎年、地元自治会等の参加
を得ながら、水防（防災）訓練
を行い、防災意識の向上に
努めている。



（２）現状の減災に係る取組状況等
②水防に関する事項



県が行う情報提供 国が行う情報提供

【現状】

・県や国のホームページからパソコンや携帯を
利用して、河川水位や雨量、気象関係の情報
を入手できる。



ロープ結び実習

土のう積み（月の輪工）実習

黒部川にて

【現状】
・毎年出水期前に、県、市町村、地元消防団
及び建設業協会などの関係機関と合同で、
水防訓練を実施している。



（２）現状の減災に係る取組状況等
③氾濫水の排水に関する事項



（例） 平成２７年９月１１日香取市管理準用河川根本川の溢水防止対策

出動要請時連絡系統

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車

根本川利根川

国道356号（通行止）

排水

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ

利根川

排水

利根川

排水状況

【現状】

・市が管理する準用河川で増水し、溢水の危険性が
あったことから、関東地整の河川事務所所有の排水
ポンプ車に出動を要請し、強制排水により被害防止
を図った。


